
A‐BLOW SYSTEM

➀ ソフトフレーム
➁ レンズ
➂ ハードフレーム　　

➃ レンズパーツ
➄ スイッチパーツ

レンズ交換の方法

図２

　本製品はゴーグルを装着したままで、内部に溜まった湿気を
排気するための構造 『A-BLOW SYSTEM』 を装備しています。
ゴンドラやリフトの乗車時、ハイクアップなどによる体温上昇時、
フェイスマスク着用による呼気の上昇など、ゴーグル内に湿気が
発生して、くもりやすい状況においてその循環効果を発揮します。
以下の使用方法を御理解いただき、正しくお使い下さい。

まず、 『A-BLOW SYSTEM』 を作動させる手順（図１）に従ってスイッチパーツ➄を左右どちらとも操作しレンズを
前方へ出しておきます。
次に スイッチパーツ➄の裏側にあるロックパーツ➅（薄いグレー部分）を下方向に押し下げます。(図３-１）
ロックパーツ➅を押し下げたまま、レンズパーツ➃ （薄いグレー部分）の上部をフレーム前方へ倒し(図３-２）、
そのまま下方向に押す(図３-３）ことでスイッチパーツ➃下部の突起からレンズパーツ➄が外れます。
左右同じように取り外します。
レンズを装着する場合は取り外しと逆の手順で、ロックパーツ➅を押し下げたまま、レンズパーツ➃下側の穴をスイ
ッチパーツ➄の下部突起に当て、レンズパーツ上部の穴にロックパーツが噛みこむよう取り付けます。その際、しっ
かりロックパーツ➅が上まで上がりきっているかご確認ください（上がりきっていないと、レンズをフレームに収めた
際にしっかり閉まりきらず、事故や故障の原因に繋がります）。

　本体左右にあるスイッチパーツ➄を手前に引き出します（図�）。
その際、スイッチパーツと連動してレンズ➁がソフトフレーム➀から
離れ前方へスライドします。この状態でレンズがフレームと分離す
ることで、全方位から換気が行われます（図�）。
　滑走時にレンズを元へ戻す場合は、逆にスイッチパーツ➄を顔
側へ回転させます。その際レンズがフレームに隙間なくしっかりと
おさまっていることをご確認ください。

『A-BLOW SYSTEM』を使用し、レンズを開けたままでの滑走、または滑走中のパーツ作動は絶対にしないでくださ
い。　レンズ脱落により、けがの原因にもつながりますので大変危険です。
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※製品に関するお問い合わせ

【ご使用方法】
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- 安全にご使用いただくために -
絵表示について

この取扱説明書の絵表示と意味は次の通りです。内容をよく理解してから、本文をお読みください。

警告：記載事項をお守りいただかないと、 大きな事故や重傷を負う可能性のあることを示しています。
注意：記載事項をお守りいただかないと、軽傷を負うか、この製品が破損する可能性があることを示しています。
守っていただくべき事項を示しています。

ゴーグル取扱説明書

滑走前には必ずレンズがしっかりと隙間なくフレームに収まっていることを確認してください。
スイッチパーツが確実にロックできない場合は、ベルトを締めすぎている可能性がありますので、ゴーグルの
ベルトを緩めて調整してください。
降雪・降雨や強風時には 『A-BLOW SYSTEM』を作動させないでください。雪や水滴が浸入して曇りやすくなる場合
があります。『A-BLOW SYSTEM』 はゴーグル内部の空気循環を促す構造であり、曇り止め効果を保証するもので
はありません 。

使用上の注意
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滑走前にはレンズがレンズパーツとフレームにしっかりと固定されていることを必ず確認してください。
取り付けが不十分な場合は、転倒時のゴーグル破損やレンズ脱落により、けがの原因にもつながりますので
大変危険です。
レンズを取り付ける場合には、無理な外圧を加えないでください。ゴーグルの破損につながります。
スペアレンズをお求めの場合は品番をよくお確かめの上でご用命ください。

使用上の注意

図�：ゴーグル左後背図 
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【各部の名称】

➃ レンズパーツ
➄ スイッチパーツ
➅ロックパーツ

【各部の名称】
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